





















































岸 部 貞 治
同時反射とは,エバル ト球上に複数個の逆格子点が存在するときに起こる｡1次反射に弱い
反射を選んだ場合,運動学的回折理論においては単に強度増加としてしかとらえられないが,
動力学的回折理論では強度の増加に加えピー クの非対称をとらえることができる｡この動力学
的回折効果は,装置の分解能を高めれば,結晶性の良否によって左右されると考える｡本研究
では,軌道放射光 (SR)を用いて装置の分解能を高め,動力学的効果の大小から半導体結晶
の評価を試みた｡また,半導体超格子を試料とし同時反射測定を行い,その評価とともにその
特徴的な回折現象を観測し,考察を加えた｡
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